
№ 関連項目 意見内容 御意見に対する考え方 対応

1

【第１章】 豊かな生涯スポーツ社会の実現を目指す、｢第２次旭川市スポーツ振興計画｣
については、今まで実施してきたことを検証しながら、４つの重要課題を取
り上げてその推進のための方策を示しているが、今後その方策をさらに掘り
下げて、具体策を立て、民間、スポーツ団体、行政が十分に連携を図りなが
ら推進することが強く求められます。ある時には、地域に入り込んで理解を
深めながらその実施のための努力をすることも必要ですし、実現できなけれ
ばその原因をその時々で検討をし、さらに効率的な方策を立てることも必要
である。計画を立てたならば、それを実現するための努力が求められるし、
そのことが、市民が生涯にわたって運動・スポーツ活動に親しみ、健康で充
実した生活を送り、明るく活力ある社会の形成につながると確信します。

本計画は本市のスポーツ振興に係る基本的な指
標として策定しています。計画に示すそれぞれ
の施策の展開については，その成果を検証しな
がら見直しを進めてまいります。また，計画の
推進には行政，地域，スポーツ団体，企業など
幅広い連携が必要と考えており，現状の把握に
努め，効果的な事業を検討し，市民に多様なス
ポーツへの取組の機会を提供できるよう努めて
まいります。

【参考意見】
関連項目につい
ては原文のまま
とさせていただ
きます。
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【第１章】
１次計画の総
括

策定に当たって、１次計画の９項目にわたっての評価をしっかりする必要が
あり、そのために多くの市民の意見を聞く機会を設定したのはよかった。た
だ、アンケート形式の調査の結果分析について、もう尐し掘り下げて検証す
ることが必要であると思う。そのことにより推進するための方向性が見出さ
れるのではないかと考える。
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【第１章】
１次計画の総
括

尐子高齢化の時代に入り、年齢・性別などを考慮した振興策が強く求められ
る。今回のアンケートで、成人の週１回以上のスポーツ実施率が平成１５年
度より今回37.7％に上昇したとあるが、国のスポーツ振興基本計画で目指し
ている50％に達していないと位置づけていることのもう尐し深い分析が必要
である。さらに上昇を目指すためには、どのような面での努力が求められる
かなどの分析が必要である。
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【第１章】
１次計画の総
括

【計画のための計画という印象】
第1次計画の成果と課題が不十分。胸張ってこれは、成果であるといえるもの
はないのでしょうか。成果を深めることでより一層目的がはっきりしてくる
と思います。
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【第１章】
計画の期間

平成12年9月に国が策定した「スポーツ振興基本計画」を受けて、平成16年7
月に｢旭川市スポーツ振興基本計画｣を策定し展開してきたが、今回は平成18
年の｢旭川市総合計画｣の基本目標：愛着と誇りを持ち、市民が活躍するま
ち、そして、平成19年の｢旭川市生涯学習推進基本方針｣の基本目標：生涯学
習社会を担う人が育つまち、それぞれの基本目標をスポーツ振興から目標の
達成を目指すために、｢第2次旭川市スポーツ振興計画｣が策定されておりま
す。この計画は平成23年から平成32年の10年間とされておりますが、上記の
総合計画、基本方針が平成27年度までとなっているため、平成27年度を中間
年度とし、今回のように進行状況を把握し見直しを図るようであるが、旭川
市の総合計画が策定され、生涯学習推進基本方針が策定された縦の流れを考
えたときに、スポーツ振興計画の推進終了年度を平成27年度までとし、縦の
流れを意識したスポーツ分野での取り組みが必要であると考える。そして、
平成28年度からは、｢第8次旭川市総合計画｣を受けての｢旭川市生涯学習推進
基本方針｣に添った｢第3次旭川市スポーツ振興計画｣が策定されるとよいと考
えます。

本計画は現在の第７次旭川市総合計画や旭川市
生涯学習推進基本方針で示される目標の達成を
目指すために必要なスポーツ振興の総合的な計
画として位置付けており，上位計画との連動は
必要であると認識しております。一方で，本計
画は本市が目指すスポーツ振興の骨子であり，
その効果や成果を計るには一定の期間を要する
と考えております。そのため，計画の期間を１
０年間と長期に設定いたしましたが，時代とと
もに変化するスポーツへのニーズに柔軟に対応
するとともに，新たに策定される上位計画との
整合性を図るために中間年度を設け，市民アン
ケートを実施し，計画の見直しを図ることとし
ておりますので，御理解願います。

【参考意見】
関連項目につい
ては原文のまま
とさせていただ
きます。
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【第３章】 【財団法人体育協会について】
やっていることがよくわからない。市民に公表し、成果のあがるようにして
もらいたい。

体育協会は，市民のスポーツ振興等を目的に設
立された団体で，市内の競技団体を統括するほ
か，スポーツ尐年団の活動や市の体育行事の事
業協力を行っております。その活動につきまし
てはＨＰを開設しており，年度計画，事業実
績，団体の概要などを公開しておりますので御
確認いただきたいと存じます。

【参考意見】
関連項目につい
ては原文のまま
とさせていただ
きます。
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【第３章】
主要課題１
重点取組(1)

情報社会に入り、HPなどの活用を今後推進することが必要となってくる。各
種スポーツ団体においてもHPにより活動状況を発信したりし、会員の確保の
PRをしていることも把握する必要がある。
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【第３章】
主要課題１
重点取組(1)

旭川市内のスポーツ施設の｢スポーツマップ｣を作成し、市民の希望を生かし
て頂きたいと思います。(広報｢あさひばし｣等)｢スポーツマップ｣には、ス
ポーツ施設名・スポーツ種目・時間帯・受付電話番号・利用料金・規約その
他も付記していただければ、市民が一層理解しやすいのではないでしょう
か。
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【第３章】
主要課題１
重点取組(1)

スポーツ指導員の派遣については、総合型地域スポーツクラブの推進のため
にも必要なことではあるが、そのことがあまり一般市民に浸透していないの
が現状である。スポーツ指導員の登録についても、年齢・性別・得意スポー
ツなどを含め期間を決めて更新するなど、今一度整備する必要がある。
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【第３章】
主要課題１
重点取組(1)

◎生涯スポーツの振興
スポーツに取り組む環境づくりでは、国のスポーツ実施率が65％とされてい
るが、そのことにあまりこだわらず、市民が身近な所で気軽に参加できるス
ポーツに取り組む機会の徹底が必要と考えます。具体的には、高齢化の時代
に入り、各地域での老人会を対象とした軽スポーツ教室や親子で参加のファ
ミリースポーツ活動、町内会単位でのゲーム大会などの開催に向けた、体育
協会、体育指導委員会からの今まで以上の積極的な働きかけが必要である。
参加できる方は集まっての待ちの姿勢では活動が活発化しません。
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【第３章】
主要課題１
重点取組(1)

全体のスポーツ振興計画の策定については、計画的に進んでいただいたら良
いと思います。しかし、各主要課題について将来展望が見えません。
○主要課題１　重点取組（１）障害者スポーツの振興について
　各障害者スポーツ団体と健常者スポーツ団体が別々に活動しており、横の
　連携が取れていなく（特にスキー）、各大会を実施する際に不都合が生じ
　ています。スポーツ課・体育協会が先頭となり団体調整を行う必要がある
　と思います。

障がい者スポーツの振興は本計画の中で重要な
課題の一つであると認識しております。障がい
者によるスポーツ活動は，パラリンピックにお
ける日本人選手の活躍などにより広がりを見せ
ており，今後さらに活発な活動が展開されるよ
う，関係機関と連携しながら取り組んでまいり
ます。

【参考意見】
関連する項目に
ついては原文の
ままとさせてい
ただきます。

広く市民にスポーツを普及するためには，専門
的な知識や技術を有する指導者を派遣すること
で，対象となる種目の魅力，ルール，技術を伝
えていくことが必要であると考えています。そ
のため，体育指導委員会ではニュースポーツの
出前講座を，体育協会ではスポーツリーダーバ
ンクによる指導者の派遣，スポーツ教室の開設
などを実施しております。今後はこれらの活動
を促進していくとともに，指導者登録制度の検
討を進めてまいります。

【参考意見】
関連項目につい
ては原文のまま
とさせていただ
きます。

第２次旭川市スポーツ振興計画パブリックコメント回答

本計画の策定には１次計画の評価・反省を行う
とともに，市民へのアンケートを通じてスポー
ツに対する意識やスポーツ振興への期待などを
把握したところであります。１次計画の推進は
パークゴルフ場などの施設整備，スポーツ大
会・イベントの開催数の増加を通じて，スポー
ツ実施率の上昇に結び付く結果につながったと
考えております。また，アンケートの結果では
多くの市民が年齢や心身の状態に応じてスポー
ツに取り組み，生き生きと充実した生涯を送る
ことを望んでいることがわかりました。計画の
素案はこのような１次計画の総括や市民の意識
を前提として提案させていただいたところであ
ります。今後もアンケートの結果などを分析し
ながら施策の展開に係る事業に取り組んでまい
ります。

【参考意見】
関連項目につい
ては原文のまま
とさせていただ
きます。

市民が自分のライフスタイルや興味に応じてス
ポーツに取り組むため，本市では，市内のス
ポーツに関する多様な情報を一元化し，必要に
応じて市民がその情報を手軽に手に入れるため
のＨＰの作成を目指しているところでありま
す。また，広く市民に情報を提供するため，御
意見にありました多様な広報の方法を検討して
まいります。

【参考意見】
関連項目につい
ては原文のまま
とさせていただ
きます。



№ 関連項目 意見内容 御意見に対する考え方 対応
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【第３章】
主要課題１
重点取組(2)

アウトドアスポーツ、ニュースポーツ、レクリエーションの振興についてで
すが、現状ではこれらの活動が市民に浸透し徹底されていませんので、それ
らを紹介する内容や開催の日時、場所などを旭川市の広報などを通して紹介
し、年齢、性別を問わず、多くの市民が参加できる環境づくりが求められ
る。
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【第３章】
主要課題１
重点取組(3)

競技スポーツの振興については、各種スポーツ団体ともに積極的な取組をし
ているが、その取組内容の交流があまり図られていない。各競技団体の年間
の大会や試合の開催、日常的な活動内容などを一般市民にも紹介し周知する
パンフレットなどを作成し配布することも必要と考える。
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【第３章】
主要課題１
重点取組(3)

指導者については体操振興のため５つのクラブやＮＰＯを実施しており，指
導者はいる。

本市といたしましても体系的な指導体制の確立
は競技スポーツの振興の課題として認識してお
り，先進事例として積極的な組織整備を行って
いる団体の紹介などを実施したいと考えており
ます。

【参考意見】
関連する項目に
ついては原文の
ままとさせてい
ただきます。
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【第３章】
主要課題１
重点取組(3)

競技スポーツについては、各スポーツ団体において各種大会の誘致などの取
組は積極的に行っているが、特に屋内の開催施設の確保には苦慮しているこ
とをしっかりおさえることが求められている。既存の屋内施設の確保には相
当のエネルギーを使い、やむなく近隣町の施設に無理を言ってお願いしてい
るのが現状である。選手強化についても、中体連、高体連、一般とそれぞれ
の競技団体で熱心に取り組んでいるので、そのことを十分に把握する必要が
ある。

各種大会における会場の確保，体系的な指導制
度の確立は競技団体にとって重要な課題である
と認識しております。本市といたしましては，
施設の効率的な活用や指導者の育成の支援を検
討してまいります。

【参考意見】
関連する項目に
ついては原文の
ままとさせてい
ただきます。
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【第３章】
主要課題１
重点取組(3)

【主要課題１　重点取組（３）トップレベルの大会誘致及びスポーツ合宿誘
　致の推進について】
　当市でトップレベルの大会が実施できる施設は、野球のスタルヒン球場、
バスケットボール・バレーボール等の室内競技ができる総合体育館・大雪ア
リーナだけです。それも、観客席が尐なく、また、１会場で同時進行できる
施設ではないため、全道・全国大会開催には不向きな施設になっています。
特に冬季スポーツ施設については、全国規模の大会が誘致できないものばか
りです。スキー競技を開催している富沢クロスカントリースキー競技場は、
全日本Ｂ級公認コースで、インターハイ・インターカレッジ・全日本選手権
等の大会誘致ができない会場です。また、大雪アリーナに関しても、国際基
準を満たしていないスケートリンクのため、過去に開催したＮＨＫフィギュ
ア大会も誘致できないものとなっています。嵐山ジャンプ競技場について
も、スモールヒル（６０ｍ級）しかなく、全道大会以上の規模の大会を誘致
できなく、老朽化しているので、尐年団の練習場所としてのみ利用となって
います。旭川市は、宿泊主要地（街中）から３０分程度で各施設に移動でき
る立地条件の良い土地柄です。しかし、当市の施設は、先に述べたように途
中半端な施設ばかりで、合宿する学校・クラブが無いのと等しい状況だと思
います。建設予定の東光スポーツ公園の体育館等の新規施設や既存の施設・
コースを国際基準のものに変更し、全国規模の大会ができるものに改修等す
る必要があると考える。例えば、体育館であれば、地下に５０ｍプールをつ
くり、大会時には縦に５０ｍで使用し、通常は、横に２５ｍプールとして利
用することにより一般利用者が混雑することなく利用できまた、市が委託し
てプール教室も合わせて行うこともできます。１階には，横に３～４面のバ
レーボール等のコートが取れるようにし、全国規模の大会予選時使用。決勝
等では縦に１面で使用し、コート周囲には観客席が設定できるようにする
と、大勢の観客を呼ぶことが可能である。２階部分には、各競技団体の事務
所等を配置することにより、各団体の調整等がスムーズに行くと考えられ
る。
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【第３章】
主要課題２
重点取組(1)

　富沢クロスカントリースキーコースにしても、全日本Ｂ級公認コースのた
め、全国規模の大会を開催することができず、旭川出身でトップレベルの選
手達もほとんど出場しません。これは、トップの選手にとってはメリットが
ないからです。いくら良い環境のコースであっても、ポイントによってシー
ド位置が変わってくる選手達には、Ｂ級公認だとポイントが稼ぐことができ
ないからです。同コースは、市民に開放しているにも関わらず、富沢小学校
裏の道路を横断する形のコースになっており、車がいつ通るかわからない状
況で滑走している危険個所の多いところです。（要望しても改善傾向なし）
場所的にも環境的にも良い場所です。同コースを夏季期間も使用できるよう
にすると、陸上関係やスキー関係の合宿が望むことができると考えます。現
コースを改良し、２．５Ｋｍコースを２～３コース以上設定し、１つか２つ
のコースは、木材チップを敶き詰め、ランニングや散策コースに、もう１つ
のコースは、アスファルトのコースにすることにより、ローラースキーやサ
イクリング等のコースにすることにより、夏季の需要が増えると考えられま
す。特にローラースキーのコースは全国的に尐なく、設置することができれ
ば、夏季の合宿やローラースキー大会の誘致も可能になります。
　スポーツ合宿の誘致は、当市の経済効果は大きいものと考えます。誘致を
するためには、やはり施設等の整備が重要であると考えられますので、思い
切った決断が必要です。
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【第３章】
主要課題２
重点取組(1)

アンケートでも示されているが、施設を含めた環境づくりの徹底が強く求め
られていることを感じる。気軽に遊びや体力づくりの出来る施設、もっと気
軽にスポーツができる仕組みなどの要望が強く、最近そのことに目をつけた
スポーツジムなどの民間施設が市内各所に誕生している。旭川市として、市
民の要望に応える環境づくりが遅れていることをおさえることが必要であ
り、そのことの取組が求められている。

市民へのアンケートでは気軽に遊びや体力づく
りのできる施設，もっと気軽にスポーツができ
る仕組み等への要望が多く出されております。
このような要望に応えるためには民間の施設を
含め，多様なスポーツへの取組の機会が提供さ
れる環境づくりが必要であると考えておりま
す。

【参考意見】
関連する項目に
ついては原文の
ままとさせてい
ただきます。

それぞれの分野のスポーツの振興については，
様々な体験の機会を提供していくことが重要で
あると認識しております。そのため，大会や行
事などの情報をＨＰなどを通じてＰＲするとと
もに，関係団体が活動の周知を図るよう促進し
てまいります。

【参考意見】
関連する項目に
ついては原文の
ままとさせてい
ただきます。

スポーツ大会・合宿の誘致及び競技スポーツの
振興は本市のスポーツ振興のみならず経済活性
化などへの波及効果も大きいことからその重要
性は認識しているところであります。国際基準
に合致した施設の整備には競技人口，施設の利
用頻度等をはじめ，建設費用や維持管理のコス
ト等，様々な面から検討する必要があります。
また本市の財政上の問題もあり，御意見にあっ
たような施設整備を早急に行うことが困難であ
ることを御理解願います。本市といたしまして
は既存の施設の効率的な活用や近隣町との連携
を図り，相互の施設利用などに取り組みなが
ら，スポーツ活動の推進に努めてまいります。

【参考意見】
関連する項目に
ついては原文の
ままとさせてい
ただきます。



№ 関連項目 意見内容 御意見に対する考え方 対応

19

【第３章】
主要課題２
重点取組(1)

スポーツ施設の充実と効果的管理運営については、計画を推進する上で最重
点と位置づけることが必要である。アンケート調査でもあるように、既存の
屋内外の施設を含め、現状では不足しているのが読み取れるし、実際に大会
開催や練習しようと考えても会場確保が難しい。東光スポーツ公園が計画的
に整備されているが、各スポーツ団体の要望や意見を十分に聞き早期に達成
されるようにしたいものである。また、活動を停止している国や道の施設な
どの活用も視野に入れ、特に屋内施設の確保が必要である。特に冬季に入る
と、屋外活動団体が屋内施設に入ってくるため、活動に混乱を起こすことも
度々ある。
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【第３章】
主要課題２
重点取組(1)

競技力の向上と普及・振興のためにスポーツ施設の整備が急務である。
①特に新体育館の早期着工完成。アリーナはバドミントンコートで２４面以
　上必要である。
②小中学校体育館の開放の一層の拡大と自主管理の推進。
③施設使用の弾力化。特に、忠和公園体育館のフットサル使用の許可及び
　土・日・祭日の大会使用許可。
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【第３章】
主要課題２
重点取組(1)

第２次旭川市スポーツ振興計画（以下「本計画」という。）について以下の
とおり要望いたします。
　本計画では、北海道の地域性として、冬季スポーツの振興を掲げておりま
すが、より重要な問題として、夏季屋外スポーツの冬季期間の活動の諸問題
が欠落しております。降雪地における、夏季の屋外スポーツ団体及びスポー
ツ愛好者の共通した大きな問題は、冬季期間の競技の継続性の確保でござい
ます。また、一般的には、この要因が北海道の競技レベルの低下を招いてい
ると考えられております。
　当市においては、屋内スポーツ施設としては、旭川市総合体育館、忠和体
育館及び大成体育館等がありますが、冬季期間の各施設の使用状況が過密状
態となっている現状を考えると、前述の問題の重要性が十分類推出来るとこ
ろであります。
　つきましては、本計画の骨子の一つとして、冬季期間の夏季屋外スポーツ
種目の活動の場の確保を策定いただき、そのアクションプランとして、屋内
多目的施設の設置を要望いたすところでございます。なお、他都市の状況を
見ると、帯広市に「明治北海道十勝オーバル」が平成２１年９月に設置され
ております。この施設は、屋内スピードスケート場の中に多目的広場があ
り、フットサル３面、テニスコート６面の規模を有している，大変立派な施
設で、冬季期間の夏季屋外スポーツの活動の場として、大変活用されてお
り、地域スポーツの活性化に、大変寄与しているところでございます。
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【第３章】
主要課題２
重点取組(1)

体操ができる（毎日）施設・設備を整備してほしい。
・施設（体操器具）がほしい（総体・サブ体育館）
→もし出来れば一般人を含め多くの体操を通した運動に親しむことができる
・体操器具の一新
→全器具が耐用年数を越えており，競技中の事故を考えると責任を問われる
　状況にある器具の一新，施設の確保には旭川市及び体育協会の応援（資金
　的にも）がなければ体操の振興はなく，このままでは全道大会も開催出来
　ないのが現状である

体操競技の活動を行うためには基準に合致した
器具の設置が必要であると認識しております。
器具の整備には多額の費用を要するため早急な
整備は難しく，これまでも大会などの開催時に
は，他施設からの借用を含め対応してきている
ところです。今後につきましても可能な範囲で
対応をしていきたいと考えております。

【参考意見】
関連する項目に
ついては原文の
ままとさせてい
ただきます。
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【第３章】
主要課題２
重点取組(1)

◎地域のスポーツ活動の拠点整備
このことについての取組が最も重要な課題と考えます。特に、屋内スポーツ
施設の不足が市民のスポーツ活動推進に支障をきたしている。東光スポーツ
公園の整備は、平成32年を目途に推進されているが、可能な限り早期に整備
されることが強く望まれる。
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【第３章】
主要課題２
重点取組(1)

【主要課題２　重点取組（１）東光スポーツ公園の整備と活用について】
現在、完成した施設としてドリームスタジアムがあるが、使用している頻度
が低い。平日のほとんどは使用していない状況であるため、もっと使用しや
すい料金体系で貸し出し、利用者増を目指した方が良い。
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【第３章】
主要課題２
重点取組(1)

【施設の有効活用】
大雪アリーナを冬期間スケートリンクに使用することについて検討していた
だきたい。他のスポーツを含め利用方法を考えてほしい。東部スポーツ公園
の野球場の稼働率は、どのようになっているのでしょうか。11月から4月まで
休止状態。5月から10月まででせいぜい土日しか利用していない。それは、い
つもではない。そのような実態をどのように考えるのか。市民に公表し、意
見を聞くべきと思います。アリーナにして通年利用できるよう検討すべきで
はないでしょうか。
※東部住民センターでは、昨年度11月から3月までの冬期間、体育館の利用
　がない時に、体育室を歩く場として地域住民に無料開放した。(但し朝の
　8時30分から10時ごろまでの間)

大雪アリーナにつきましては，現在１１月から
３月の間で常設のスケートリンクを整備し，個
人，スポーツ団体に利用いただいているところ
であります。天候に左右されず安定した運営が
可能なスケートリンクは市内1か所だけであ
り，スケートやアイスホッケー等の愛好者も多
数いることから早急に利用方法を変更すること
は困難な状況でありますので御理解願います。
東光スポーツ公園軟式野球場の稼働率につきま
しては，全体で約30％，平日で約10％となって
おり御意見のとおり，平日の稼働率が低いこと
から，今後，減免措置を含めて使用料のあり方
について市民の意向を調査するとともに，利用
者の増加に伴う維持管理コストを抑制するた
め，利用者の維持管理への協力など，費用対効
果についても検証を進め，利用促進を図るよう
努めてまいります。

【参考意見】
関連する項目に
ついては原文の
ままとさせてい
ただきます。

【参考意見】
関連する項目に
ついては原文の
ままとさせてい
ただきます。

東光スポーツ公園については「東光スポーツ公
園基本計画」にのっとり平成３２年度の完成に
向け整備中でありますが，平成２１年に東光ス
ポーツ公園後期計画検討委員会にて議論を重
ね，市民からの意見提出手続を実施した上で計
画を見直したところであります。東光スポーツ
公園軟式野球場の稼働率につきましては，全体
で約30％，平日で約10％となっており御意見の
とおり，平日の稼働率が低いことから，今後，
減免措置を含めて使用料のあり方について市民
の意向を調査するとともに，利用者の増加に伴
う維持管理コストを抑制するため，利用者の維
持管理への協力など，費用対効果についても検
証を進め，利用促進を図るよう努めてまいりま
す。

平成２２年度に実施したアンケート調査からも
身近なスポーツ施設が不足していると感じてい
る市民は全体で40％となっていることから，市
民のスポーツ活動の場を確保することは重要な
課題であると認識しているところであります。
御意見にありました新たな体育施設の整備につ
きましては，財政上の問題により早急な整備は
困難であることを御理解願います。また，東光
スポーツ公園に整備される予定の施設及びその
活用については，総合体育館との役割分担を含
めて関係機関団体の意見を聴きながら検討を進
めてまいります。

【参考意見】
関連する項目に
ついては原文の
ままとさせてい
ただきます。



№ 関連項目 意見内容 御意見に対する考え方 対応
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【第３章】
主要課題２
重点取組(1)

パークゴルフを愛好する方が増加し、市内各所にパークゴルフ場が造成され
ているが、今後さらに身近なスポーツとして愛好者が増加することが考えら
れるので、その施設についても造成することが求められている。民間でのス
ポーツ施設の整備が進んでいるが、可能な限り民間に依存するのではなく、
地域住民センター、統廃合の学校施設、活動停止となった公共の施設や学校
施設開放などを含め公的な施設を有効に活用する努力が求められる。特に、
学校施設開放事業について、放課後については中学生の部活動、小学生の尐
年団活動でその推進には難しいものがあるが、夜間については今まで同様に
スポーツ尐年団、スポーツ競技団体、一般市民、地域住民に対して開放事業
を推進することが求められている。

現在東光スポーツ公園では４コース３６ホール
のパークゴルフ場を造成しておりますが，既に
２７ホールがオープンし，残り９ホールについ
ても平成２４年度のオープンを目指し整備中で
あります。また，地域住民主体のスポーツ活動
の場として，学校施設の開放事業の継続及び公
共施設の効率的な活用の検討を進めてまいりま
す。

【参考意見】
関連する項目に
ついては原文の
ままとさせてい
ただきます。
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【第３章】
主要課題２
重点取組(1)

市民の安全・安心のための避難体制(場所・方法・訓練等)を明示して頂きた
いと思います。

体育施設については，「施設等危機管理マニュ
アル」に基づき，施設管理者と連携し，安全面
の確保に努めております。各施設の避難体制な
どにつきましては，それぞれの施設において御
確認ください。なお，全市的な防災計画，災害
時のハザードマップなどについては消防本部
ホームページに掲載しております。
http://www.city.asahikawa.hokkaido.jp/file
s/bousai/

【参考意見】
関連する項目に
ついては原文の
ままとさせてい
ただきます。
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【第３章】
主要課題２
重点取組(2)

総合型地域スポーツクラブについては、国が策定した「スポーツ振興基本計
画」で、各自治体で設立するよう求めているが、その設定の趣旨などが徹底
されていない面があったり、地域を中心に設立しようと体育協会や体育指導
委員会などで努力しているが、すでにスポーツを愛好している人がいたり、
時間的な余裕がない、地域指導者、自主的に運営する組織づくりなどで難し
い面が多々あることを踏まえることが必要である。
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【第３章】
主要課題２
重点取組(2)

総合型地域スポーツクラブの育成については、前述したように難しい部分が
あるが、体育指導委員会が先頭に立ち、その趣旨について町内会や市民委員
会単位に説明し活動する場、俗に言う出前講座などを設定し、地域に根ざし
たクラブづくりに向けた今まで以上の攻めの気持ちを持った努力が求められ
る。
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【第３章】
主要課題２
重点取組(3)

市内には多種のスポーツ団体があり、ほとんどが旭川市体育協会に加盟して
いますが、今後加盟団体相互の活動内容を含めた交流が求められるし、その
活動内容を一般市民にも周知することも必要である。そのことが、継続した
活動場所の調整や一般市民の希望に応じたスポーツ団体への参加を促進する
ことにもつながる。そのための中心になるのが旭川市体育協会であり、市所
管の体育施設の管理・運営を全面的に担い、スポーツ団体の活動が今まで以
上に活発になり多くの市民にスポーツに親しむ場や機会を提供することが強
く求められる。

市民のスポーツ活動が活発に展開されるには体
育協会の果たす役目は重要であると認識してお
ります。そのため，協会の活動が一層充実した
ものとなるよう促進してまいります。

【参考意見】
関連する項目に
ついては原文の
ままとさせてい
ただきます。
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【第３章】
主要課題３
重点取組(1)

【子どものスポーツ振興】
子どものスポーツに取り組む意識改革は必要であるが、そのためには保護者
にスポーツ活動のよさや楽しさを理解してもらうことが必要である。学校や
地域が連携を図り、親子のレクリエーション的な活動などを通じて体を動か
すことの楽しさや喜びを感じとれる機会を設定することも必要である。地域
住民の協力を得ながら、小さな公園などで元気いっぱい動き回る子供たちが
増加することも一方策と考える。

子どものスポーツの振興には学校や家族で様々
な体験の機会を持つことが重要であり，地域の
中で多様なスポーツが体験できる環境づくりに
努めてまいります。

【参考意見】
関連する項目に
ついては原文の
ままとさせてい
ただきます。
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【第３章】
主要課題３
重点取組(1)

【主要課題３　重点取組（１）子どものスポーツへの意欲の喚起】
意欲の喚起は大事である。実際のところ、ある小学校ではクラブ活動を禁止
する校長がいたりする。そこに通学する児童が別の小学校のクラブに入り活
動している現実があることをスポーツ課や教育委員会は知っているのだろう
か？児童達は、クラブ活動に入り活動したいと思っていることを教育者が排
除している。意欲の喚起や学校運動部活動の促進を考える前に状況を把握し
た方が良いのではないか？

小学校のクラブ活動は教育課程に位置付けら
れ，全ての小学校で実施されているところであ
ります。学校運動部活動の促進については地域
の実情を踏まえ，適切に対応したいと考えてお
ります。

【参考意見】
関連する項目に
ついては原文の
ままとさせてい
ただきます。
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【第３章】
主要課題３
重点取組(2)

スポーツ尐年団、スポーツクラブ、部活動については、スポーツに取り組む
児童・生徒・学生の減尐もさることながら、スポーツ団体が多種目化してお
り、団員や部員の確保に苦慮している現状を踏まえる必要があり、スポーツ
だけでなく文化系の団体、部活動もあることも考慮しなければならない。
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【第３章】
主要課題３
重点取組(2)

スポーツ尐年団、スポーツクラブ、学校運動部活動における活動について
は、経験豊かな指導者が大きな役割を果たす。指導者として、次代を担う子
供たちにスポーツの楽しさ良さを十分に指導できるよう常日ごろから指導技
術の研修に励むことが求められる。
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【第３章】
主要課題４
重点取組(1)

【冬季スポーツの振興】
冬季スポーツについては、今まで以上に学校だけの活動に委ねていては推進
することは難しくなるので、社会教育の分野で積極的に取り組むことが必要
である。市民に定着したバーサーロペット・ジャパンなどの機会を利用し、
学校と連携を図りながら子供たちの参加を促し、一般市民にも気軽に参加で
きるよう、会場の設定や用具の貸し出しの促進などの努力が求められてい
る。｢市民体育の日｣を開催しているが、一般市民に徹底していない面がある
ので、その趣旨や記念事業などを大々的に提示し、冬季スポーツに親しむこ
とのよさや楽しさを周知することが強く求められる。
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【第３章】
主要課題４
重点取組(1)

【主要課題４　重点取組（１）バーサー・ロペット・ジャパンの見直し及び
　冬季スポーツ大会の充実について】
組織委員会総会で話があがったように早期に、実行委員会を開催し検討した
方がいいのではないか？このままだと円滑な大会運営ができなくなるのでは
ないか？
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【第３章】
主要課題４
重点取組(1)

【子供から大人まで、これが旭川のスポーツだ！】
底辺を育てて、旭川のスポーツをポリシーをもって育成する熱意が計画には
必要だと思います。例えば、バーサー大会に市民全員が向かう体制づくりを
どのようにするか。幼児・小学生・中学生・高校生に日常的に取り組ませる
環境づくり会社企業でも奨励する環境づくり高齢者の環境づくり

バーサーロペット・ジャパンの参加者は減尐し
てきておりますが，子どもから大人まで気軽に
参加できる環境づくりが必要であると考えてお
ります。今後は様々な機会を通じて大会のＰＲ
に努めるとともに，本市を代表するスポーツイ
ベントとして定着するよう努めてまいります。

【参考意見】
関連する項目に
ついては原文の
ままとさせてい
ただきます。

子どもたちが希望するスポーツに取り組める環
境づくりは本市のスポーツ振興を図る上で必要
な課題であると認識しております。スポーツが
多様化する中で学校，スポーツ団体，地域が連
携し，複数校による部活動，外部指導者の導入
等，子どもたちがスポーツに親しむことができ
る環境づくりに努めてまいります。

【参考意見】
関連する項目に
ついては原文の
ままとさせてい
ただきます。

【参考意見】
関連する項目に
ついては原文の
ままとさせてい
ただきます。

本市では幅広い年齢層で構成され，種目も多岐
にわたる総合型地域スポーツクラブが市民の生
涯スポーツ活動の新たな拠点となることを期待
しています。現在，本市には活動中の総合型地
域スポーツクラブが１団体，設立準備中のクラ
ブが２団体あります。クラブの設立，運営につ
いては体育指導委員が地域住民と連携を取りな
がら活動を支援しているところであります。今
後も関係機関と連携をとりながら新たなクラブ
の設立，運営に取り組んでまいります。

【参考意見】
関連する項目に
ついては原文の
ままとさせてい
ただきます。

冬季スポーツの振興には，多様な冬季スポーツ
の情報提供，教室の開設や用具の貸出しなど，
市民が気軽に取り組める環境づくりが必要であ
ると考えております。また，バーサーロペッ
ト・ジャパンや「市民体育の日」等の事業につ
いては，より多くの市民が参加し，冬季スポー
ツを楽しむことができる機会となるよう，その
充実を図ってまいります。



№ 関連項目 意見内容 御意見に対する考え方 対応

38

【第３章】
主要課題４
重点取組(1)

冬季スポーツについては、現在の学校教育の中では、指導時間数などの関係
で積極的に取り組むことが難しい状況にある。冬季スポーツの振興にかか
わっては、スキー場やアイスアリーナの利用状況などを十分に把握しなが
ら、学校教育だけでなく社会教育の場でのかかわりを強めることが必要であ
る。

39

【第３章】
主要課題４
重点取組(1)

一般市民でリフト乗り場に行列ができたスキー場、今一度復活させたい。近
隣町のスキー場でもその管理運営に苦慮している状況にある。スキー離れに
ついてじっくりと考える時期にきている。また、クロスカントリースキーに
ついては、北彩都、東光スポーツ公園に常設コースが整備されるようである
が、スキー場と同様にどのように利用者を確保するか考慮する必要がある。
冬季スポーツに取り組める環境づくりは整備されるが、一般市民の冬季ス
ポーツに取り組む意識改革をどのように推進するかが大きな課題である。

40

【第３章】
主要課題４
重点取組(1)

【旭川らしさが見えない。】
旭川のスポーツ行政は、総花的で特色がないと思います。全てが中途半端に
見えます。例えば、帯広は冬スポーツとしてスケートがあります。地域の実
態を生かして小さいときからスケートに親しめます。旭川は、スケートより
スキー(ゲレンデ・クロカン)に取り組んで方向をきちんと示すべきです。学
校教育・地域も含めて冬のスポーツを盛んにすることを望みます。

41

【第３章】
主要課題４
重点取組(1)

【主要課題４　重点取組（１）子どもへの冬季スポーツ取組の機会の提供に
　ついて】
単に言うならば、学校教育でのスキー・スケート授業を促進すべきである。
学校自体が冬季スポーツから離れているのが最大の原因である。

42

【第３章】
主要課題４
重点取組(1)

地域を考えると冬のスポーツとしてスキーをもっとメインとしてやってほし
い。優秀な中学生がいても卒業後，他市に流出している。また，夏の旭川は
これだというものを推進すべきである

43

【第３章】
主要課題４
重点取組(1)
観光課

第２次旭川市スポーツ振興計画(素案)における意義や必要性、また基本的な
考え方に対して全面的に賛同するものであります。また、計画推進に係る具
体的な施策における｢生涯スポーツの振興｣、｢地域のスポーツ活動の拠点整
備｣、｢子供のスポーツ振興｣そして｢冬季スポーツの振興｣は、当然のこととし
て取り組むべきことと考えられます。特に、冬季スポーツの振興は、地域の
特色を生かし、旭川から全国に発信すべき大切な施策と考えます。後志のニ
セコに匹敵する雪質と交通の便を考えると、中国や韓国にも冬季スポーツの
すばらしさを発信すべきと考えています。

本計画について評価をいただいたと認識いたし
ます。また，各種大会・合宿の誘致という観点
から情報は市内に限らず，全国にも発信すべき
であると考えております。また，本市では中
国，韓国のみならず東アジア地域を中心に観光
客の誘致活動を推進してきた経緯もあり，関連
部局と連携を図りながら冬季スポーツの情報を
発信していきたいと考えております。

【参考意見】
関連する項目に
ついては原文の
ままとさせてい
ただきます。

44

【第３章】
主要課題４
重点取組(2)

【主要課題４　重点取組（２）冬季スポーツ施設の整備について】
一般市民が活用できるクロスカントリースキーコースは必要である。施設整
備を行っていくのであれば、冬季のみ利用できるものではなく、通年利用の
できる施設にした方が無駄のないものになると考える。施設の整備等を進め
て行くのであれば、形だけ箱物施設でなく、国際規格の競技が開催でき、大
会・合宿等を誘致できるものを建設・整備していただきたい。そうすること
により、当市へ宿泊客の増加、消費が増える。目先のことに重点を置かず、
先を見据えて考えてほしい。

現在本市では富沢，春光台，神楽岡にクロスカ
ントリースキーコースや歩くスキーコースを整
備し，一般に開放しているところですが，これ
らは公園敶地，民間の耕地，国有林などを活用
しているため，通年の活用は困難であります。
また，新たな常設施設の設置には，候補地の選
定，設置，設置後の管理など財政上の問題によ
り御意見にあったような施設整備を早急に行う
ことが困難であることを御理解願います。

【参考意見】
関連する項目に
ついては原文の
ままとさせてい
ただきます。

45

全体を通して ４月・５月・８月・１０月・１１月のスポーツを有意義に過ごそう。今年度
の予定では、今から計画を立てていただきたいと思う。スポーツ人口の増加
は、約220万人増加を目指す。

本計画を推進するうえで，スポーツ実施率の向
上及び施設の利用者数の増加などは，本市のス
ポーツ振興に係る事業の重要な指標になると考
えております。今後は策定した計画に基づき，
市民が気軽にスポーツに取り組むことができる
環境づくりに努めてまいります。

【参考意見】
関連する項目に
ついては原文の
ままとさせてい
ただきます。

46
【第１章】 ｢国のスポーツ立国戦略｣、｢北海道の第２次北海道スポーツ振興計画｣を通

し、１次計画更に第２次旭川市スポーツ振興計画｢豊かな生涯スポーツ社会の
実現｣に設定したのは適切に思います。

47
【第２章】 ｢旭川市民のスポーツへの意欲｣、｢旭川市を取り巻く情勢とスポーツ振興への

課題｣を通し振興計画を立てたのは適切に思われます。

48
【第３章】 振興計画に向けた課題を４本柱にしたことは、市民にも理解しやすく適切に

思われます。更に４本の主要課題にそれぞれ重点取組が設定されており、具
現化に向け適切に思われます。

49
【第３章】
主要課題２
重点取組(1)

｢計画推進に係る施設の展開｣、｢地域のスポーツ活動の拠点整備｣において
も、大変具体的と思われます。

50
全体を通して 社会教育費341,839千円増額したが、保健体育総務費は、42,703千円の増額。

しかし、社会教育の内容の充実が一層求められている中で、今回の第2次旭川
市スポーツ振興計画(素案)は、よく検討されていると思います。

51
全体を通して 社会の情勢、スポーツの振興状況について分析され、課題を設定し、その解

決策についてあまり大幅な変更は見あたりませんが、４つの課題に設定し、
今後の推進の在り方について分かり易く整理されているのは評価されます。

51件

地域の特性を活かしたスポーツの振興は本市独
自の文化として，市民が愛着や誇りを持つこと
につながります。このため，本市において冬季
スポーツを振興することは重要な課題であり，
行政，スポーツ団体，関係機関が連携し，今後
の冬季スポーツの振興策を協議，検討する場の
設置を目指してまいります。

【参考意見】
関連する項目に
ついては原文の
ままとさせてい
ただきます。

【評価】
関連箇所につい
ては原文のまま
とさせていただ
きます。

本計画の素案について評価をいただいたと認識
いたします。本計画は本市におけるスポーツ振
興の指針となるものであり，その推進に取り組
んでまいりたいと考えております。


